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■ 特集 -1　マルチモダリティで心筋虚血をみる
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はじめに

現在広く SPECT 装置として用いられている検出器

は、アンガー博士が 1950 年代に開発されたもので、

一般にアンガー型シンチレーションカメラと称されて

いるものである［1］。その後半世紀以上が経過し、検

出器の性能や再構成技術は格段の進歩を遂げている

が、シンチレーション光を介して変換するという基本

的な仕組みに大きな変化はみられていなかった。こう

したなかでようやく日本の市場にも登場した半導体検

出器 D-SPECT（D-SPECT カーディアックスキャナー

システム、日本バイオセンサーズ株式会社）は、革命

的な進化をもたらした装置であるといえる。

臨床において、心筋虚血の評価は核医学検査によっ

て行われるものが最も標準であるととらえられている

が、この D-SPECT の登場により、虚血評価法にさら

なる進歩が現れたと考えている。この項では、その新

しい評価法と考えているものについて述べる。

空間分解能の向上がもたらす Image fusion 画像に

ついて

こ れ ま で も、SPECT 画 像 と CT 画 像 な ど と の

Image fusion は行われており、その有用性は報告され

てきた。しかしその最も大きな問題点はこれらの空間

分解能に大きな差がありすぎることであった。

D-SPECT の登場により空間分解能が向上し、CT

との Image fusion 画像の精度が著明に向上し（図 1）、

詳細な分析が可能となってきた。特に肥大型心筋症な

どこれまでの SPECT 像では実際の形態とは大きく異

なる像にしかならなかったものにそのメリットが大き

く、今後心筋性状の評価や予後評価にも大きく影響し

てくると考えられる。

エネルギー分解能の向上がもたらす 2 核種同時心筋

SPECT の臨床応用

局所心筋の代謝障害や交感神経障害を評価する際、

血流像と比較ができる 2 核種同時心筋 SPECT は臨床

的にも有用であった。このときに用いられる核種はそ

れぞれの光電ピークが大きく異なっていることが必要

であったため、従来は血流製剤として 201Tl が用いら

れていた。しかし D-SPECT はエネルギー分解能が高

く、99mTc と 123I のエネルギーピークを明瞭に分ける

ことが可能と考えられ、現在当院では血流製剤として
99mTc を用いた 2 核種同時心筋 SPECT を標準として

いる［2］。このことにより、有効実効線量を 3 分の 1

図 1　Image fusion
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以下に抑えることが可能となり、今後広く応用されて

いくと考えられる。

感 度、 空 間 分 解 能 の 向 上 が も た ら す Dynamic 

perfusion study の臨床利用

さらに期待されるものとして Dynamic perfusion 

SPECT による心筋血流予備量の計測があげられる。

感度が高く短時間でのデータ収集が可能であるため、

血流トレーサーを静注して連続的に撮像することによ

り局所の time-activity curve を描くことが可能とな

り、安静時と血管拡張後の変化の比から心筋血流予備

能の計測が可能であることが、2013 年に報告され［3］、

当院でも実施している（図 2）。心筋血流予備能の計

測はこれまで PET では試みられていたが SPECT で

の臨床応用の報告は初めてであり、今後の可能性が大

いに期待されるところである。
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図 2　Dynamic scan protocol


